




13:15 出発　関内

↓

↓

14:00 視察場所１　市民の森①

～14:15 ↓三保市民の森

↓

14:30 視察場所１　市民の森②

↓新治市民の森（新治里山公園）

↓ みはらし広場・水田

～15:10 ↓三保・新治地区斜面緑地

↓

15:25 視察場所２　特別緑地保全地区

～15:40 ↓川井緑地保全地区

↓

15:35 視察場所３　市民の森③

～16:00 ↓南本宿市民の森

↓

16:30 帰着　関内

【新治市民の森】
市街地から身近に訪れることのできる谷戸、里山
の風景を視察します。

【三保・新治地区斜面緑地】
三保・新治地区周辺の斜面緑地が開発された様
子を視察します。

税制研究会 緑地視察コース

【川井緑地保全地区】
特別緑地保全地区に指定された民有樹林地の現
状について視察します。

【南本宿市民の森】
市民による緑地（市民の森）の管理を視察します。

【三保市民の森】
昭和47年に開園した「三保市民の森」を視察しま
す。

川井緑地保全地区

南本宿市民の森

新治市民の森

三保市民の森

南本宿市民の森











特別緑地保全地区

□特別緑地保全地区制度について

□指定基準

１　遮断緑地、緩衝地帯、避難地帯である緑地
２　神社、寺院、遺跡と一体となった、景観が優れた緑地
３　風致景観が優れた緑地
について、指定します。
土地所有者から、特別緑地保全地区指定についての同意書をいただいた上で、
都市計画決定を行い指定します。

□土地所有者への優遇措置

１　課税対象の土地（山林）の評価が１／２に減額されます。（固定資産税評価）
２　相続税が課税上８割評価減になります。（非営利林の場合）
３　市に対する買入れの申出ができます。（開発許可申請が不許可になった場合）
４　横浜市へ売却する場合、譲渡所得について２０００万円の特別控除が受けられます。

□利用・管理形態

□行為の制限

特別緑地保全地区制度とは、「都市緑地法」
に基づき、都市の中のまとまりのある緑地を
永続的に保全し、緑豊かな街の環境を維持す
る制度です。
現在、２９カ所（約１７１．４ｈａ）を指定していま
す。
※都市緑地法の改正前に指定した緑地につ
いては、「緑地保全地区」となっています。
【根拠条例等】
≫都市緑地法（昭和48年9月法律第72号　最
近改正平成16年6月18日法律第109号）

特別緑地保全地区に指定されますと、現状のまま保全していただきます。原則として
土地所有者による管理になりますが、市民の森との重複指定の場合は、一部愛護
会が管理します。

特別緑地保全地区に指定されますと、区域内での開発・造成・建築などの行為は許
可が必要となります。原則として、樹林に影響を与える行為は禁止となります。








